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第１章 システム概要 

１．１ はじめに 

近年、種豚生産者が減少しているとともに、系統造成に取り組む都道府県も減少傾

向にあり、今後、国内産の優良種豚の確保が困難になってくることが懸念される。 

このような小さな改良基盤の下で改良を続けていけば、豚改良先進国との能力差が

更に拡大し、今後、我が国の育種群が衰退していくことが危惧される。 

このため、国内で種豚改良に携わる機関や種豚生産者が協力して遺伝的能力評価に

係る種豚改良データ収集を一元化し、新しい豚の改良体制を構築するとともに国内の

優良種豚の能力情報を広く活用することにより、繁殖形質や産肉形質等の優れた能力

種豚の作出と利用を進めることが緊急の課題である。 

そこで、生産者、関係機関等が共通した遺伝的能力を評価する体制を作り上げ、優

良な改良素材の有効活用を進めるとともに、関係機関等が相互の協力や連携を強化す

ることによって、国内の優良な種豚の改良に向けた広域グループを形成し、その中で

選抜圧を高め、効率的かつ効果的な形で改良を進めていく必要がある。 

以上の趣旨に則り、独立行政法人家畜改良センター、都道府県、民間種豚生産者、

試験研究機関等が協力・連携して、国産純粋種豚の改良に取り組むための種豚改良デ

ータ収集システムの開発を行う。本年度は産歴情報管理における【分娩情報】、【一腹

記録・血統証明情報】、【離乳情報】に対し機能を拡張したシステム開発を行う。 
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１．２ 本仕様書の目的 

本仕様書は、産肉能力データ収集体制の構築及び国産純粋種豚改良データ収集シス

テムプログラム開発（以下、「本案件」という。）」の調達に必要とされる基本的な要

求要件を記載し、応札予定者が応札するために必要となる基本的な情報を提供する

ことを目的とする。 

 

１．３ 産肉能力データ収集体制の構築及び国産純粋種豚改良データ収集システムプ

ログラム開発の全体構成 

産肉能力データ収集体制の構築及び国産純粋種豚改良データ収集システムプロ

グラム全体のイメージを図１に示す。 

 

注）①～⑤は処理する順番 

 

図１ 産肉能力データ収集体制の構築及び国産純粋種豚改良データ収集システム

プログラムの全体構成イメージ 

 

産肉能力データ収集体制の構築及び国産純粋種豚改良データ収集システムプロ

グラムは、生産者及び都道府県改良機関等から提供される種豚の血縁情報、繁殖

形質情報、産肉形質情報を収集しデータベース化するとともに、家畜改良センタ

ーにおいて評価値を算出するためのデータ加工及び評価結果等を活用するための
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能力毎にソート可能な検索機能、さらに基本統計等の集計が可能である。また、

これらの結果を広く活用するための情報公開及び印刷物作成等を実施することも

可能である。 

 

１．４ システム運用概要 

（１） 運転日 

産肉能力データ収集体制の構築及び国産純粋種豚改良データ収集システ 

ムは、原則 24時間 365日で稼働することとしている。 

 

（２） 保守日 

本システムでは、原則 24時間 365日の運転を行っているため、バック

アップ取得はオンラインのまま行うこととする。パッチの適用や緊急を要

する障害対応等を行うこととなった場合は、運用・保守業者とシステム管

理者で協議の上、緊急保守日を設けることとする。保守時間については、

6:00～24:00までの業務システムが頻繁に利用される時間帯を可能な限り

避けて作業を行っている。 
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第２章 調達要件 

本案件の調達要件を示す。 

 

２．１ 調達範囲 

本案件の調達範囲は請負者に係る作業等であり、産肉能力データ収集体制の構築 

及び国産純粋種豚改良データ収集システムの機能の追加開発・改修に必要となるシ 

ステム開発を作業範囲とする。このシステム開発により以下の問題点・課題を解消 

する必要がある。 

 

１．未登記豚の新しい入力データパターンにも対応する。 

２．Google Chromeブラウザでのシステム起動とする。 

３．産肉能力データ収集体制の構築及び国産純粋種豚改良データ収集システムで

分析した結果の公表拡張機能 

 

２．２ 役務要件 

 ２．１で示された調達範囲をもとにそれぞれの役務要件の詳細を下記に示す。 

 

（１）業務項目 

本案件の業務内容は、以下のとおりである。 

項

番 
件名 内容 

１ 産肉能力データ収集体制

の構築及び国産純粋種豚

改良データ収集システム

における改修機能の開発 

１．分娩情報において Tab 機能を活用し入力出

来るようにすること。 

２．一腹記録・血統証明情報において入力順の

変更（「検査日」、「検査結果」、「申込日」、

「検査員」）を行う。 

３．離乳情報において血統証明書を入力する

際、1頭登録後、初期入力画面へ展開するが

前回登録情報を基に 2 頭目以降登録出来る

ように前回情報の取得を行う。 

その他 

・ログインパスワードの有効期間の見直しを行

う。 

・証明書出力時の表示頭数の変更を行う。 
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・【離乳情報】離乳時一腹総体重【成績情報】背

脂肪深、背脂肪厚における算出計算の変更を

行う。 

・【産歴情報】における母豚・父豚生年月日検索

にあいまい検索を追加する。 

・個体情報画面の横スクロールを見直しし縦ス

クロールにて調整検討を行う。 

・協議会システムへのデータ連携改修。 

２ システム稼働環境の構

築・整備 

データベース、Ｗｅｂシステムの環境を構築し、

改修を行うこと。 

３ 作業環境の準備・整備 請負者は、データベースやＷｅｂシステムの保

守・運用に必要な作業環境（保守環境・試験環

境）を準備・整備すること。 

 

（２）設計及びプログラムの製造等 

請負業者は、（１）の項目のうち種豚改良データ収集システムの機能追加につ

いては、プログラム等の設計、開発、試験を実施する。併せて、必要に応じて各

種設計書等のドキュメントの作成、修正を行うこととする。なお、開発環境に

ついては、請負業者にて用意するものとする。 

 

（３）試験 

請負業者は、本仕様書及び設計書等に基づいて、データベース及びＷｅｂシ

ステムの試験（Ｗｅｂシステム開発環境を使用しての試験及び本番稼動を想定

したシステム試験を含む。）を実施し、日本養豚協会の確認を受けることとする。 

システム試験環境の構築、設定作業等で発生する手続きに関しては、請負業

者にて実施することとする。その際保守業者の立ち会い等の費用が発生する場

合は、請負業者の負担とする。 

産肉能力データ収集体制の構築及び国産純粋種豚改良データ収集システムプ

ログラム試験環境は日本養豚協会から直接確認可能できるよう設定すること。 

なお、Ｗｅｂシステムに関しては、データベースとの接続部分があるので、

新たにコンテンツを追加した場合は、必ず、すべてのテスト試験環境で行い、

その後、システム本番環境へ移行すること。 

 

（４）移行 
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本番切り替えにあたり、データの移行又はデータベース構造の変更等が必要

となる場合には、必要となる作業を行う。 

データ移行にあたっては、既存のデータの消失等を起こすことなく、運転を

極力停止させない方法で実施しなければならない。 

なお、移行、本番切り替え作業にあたっては作業手順書を作成し、移行実施

前に日本養豚協会の承認を得ること。 

 

（５）導入 

①システム本番環境への導入後の稼動確認作業は請負業者が実施し、日本養

豚協会の検証を得て完了とする。 

②システムは原則 24時間 365日の運転を行なっていることから、導入作業に

おいてシステムの一部または全体を停止する必要が生じた場合は、日本養

豚協会と協議の上、日程の調整を行う。 

③導入作業を実施する際には、作業日時、作業担当者、作業内容及び作業結果

の報告内容について、事前に日本養豚協会の承認を得なければならない。 

④導入及び設定作業等でサーバ管理業者との間で手続きが発生した場合は、

請負業者にて実施することとする。その際サーバ管理業者の立ち会い等の

費用が発生する場合は、請負業者の負担とする。 

 

２．３ 試験環境 

試験環境はすべて請負業者が構築すること。 

万が一本番稼働中のシステムに影響を与え、オンライン業務停止等の障害が発生

した場合には速やかに対応すること。またこの場合、日本養豚協会は損害賠償を求

めることができることとする。 

 

２．４ 本案件の適用期間 

  本案件は、契約締結日から令和 8年 3月 31日までとする。 

 

２．５ 納入成果物 

（１） 本案件の納入成果物は以下の設計書類等のうち、本請負業務において開発を

行ったものはすべて納品成果物とする。 

なお、その詳細及び編集方法等については、日本養豚協会と協議の上、決定

する。 

①基本設計書（改修部分） 
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②詳細設計書（改修部分） 

③システムテスト計画書（改修部分） 

④テスト結果（改修部分） 

⑤産肉能力データ収集体制の構築及び国産純粋種豚改良データ収集システム 

プログラム開発 一式 

※①～④については、日本養豚協会と協議の上、電子媒体又は日本養豚協会指 

定サーバ等へ納入すること。 

⑤については、日本養豚協会が指定する本番稼働機器上の記録媒体に、シス

テムが正常に稼働する状態で格納すること。 

 

（２） 納入期限  令和 8年 3月 31日 

（３） 納入場所 

   東京都渋谷区代々木２－２７－１５ 高栄ビル ２階 

    一般社団法人 日本養豚協会 

 

第３章 その他 

その他必要事項を以下に示す。 

 

３．１ プロジェクト管理 

・ 本業務を実施するにあたって適切なプロジェクト管理を行うこと。 

・ 必要に応じて会議体や、問題が発生した場合の緊急の打ち合わせを行うこと。 

 

３．２ プロジェクト体制 

・ 本案件のプロジェクトリーダーを定めるとともに、メンバーと役割分担の一覧

表を作成すること。 

・  一覧表には各メンバーの担当業務経験を記載すること。 

・  作業計画のもとになるスケジュールを提出すること。 

 

３．３ 情報セキュリティ 

・ 本業務を遂行するにあたり、情報セキュリティに関する事項については、以下

の基準に準拠すること。基準の見直し等が実施された場合は、その内容を適切

に反映するように、情報セキュリティ対策の見直しを行うこと。 

・政府機関の情報セキュリティ対策のための統一管理基準（基本的基準） 

・政府機関の情報セキュリティ対策のための統一技術基準（技術的基準） 
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・ 請負業者にて用意する開発環境においては、コンピュータウイルス対策、不正

アクセス対策、脆弱性対策等の情報セキュリティ対策を講じること。 

・ 試験環境の構築以降の工程において、本業務に係る情報及び情報システムにア

クセスしないこと。ただし、本業務を遂行するにあたってアクセスが必須とな

る場合は、事前に日本養豚協会の了解を得ること。 

・ 請負者は本件に関して開示された情報（公知の事実を除く）及び業務遂行過程

で生じた成果物等の情報を、本件の目的以外に使用又は第三者に開示してはな

らない。 

・ 開示の必要がある場合は、事前に日本養豚協会の承認を得ること。 

・ 秘密保持に必要な体制、措置を講ずること。 

・ 本業務を遂行する上で知り得たすべての事実については、契約期間中はもとよ

り、契約終了後においても外部に漏らしてはならない。なお、本業務の一部を

再委託等する場合は、再委託等を受ける者も同様とする。 

 

３．４ 請負者の条件 

 本案件作業の円滑な遂行に必要な経営基盤及び組織、要員を有していることが第

一条件であり、また、本案件に係る請負者は以下に揚げる事項を有しているものと

する。 

（１）品質管理 

・ システム開発における品質管理・品質保証の国際規格 ISO9001 の認証を取

得していること。 

（２）情報セキュリティ 

・ 個人情報保護に関するプライバシーマーク使用許諾の取得をしている 

こと。 

・ 情報セキュリティマネージメントシステム(ISMS)の国際規格である 

ISO27001の認証を受けていること。 

（３）業務経験 

・ これまでに国及びそれに準ずる機関で畜産関係のシステム開発及び分析業

務経験が複数あること。 

・ これまでに日本養豚協会が運営するホームページの企画や作成に参画した

ことがあること。 

・ 請負者は必要な関連知識、管理能力を有し、本業務の実施組織・部門自ら

が、本調達と同等規模のシステムの構築、運用保守を経験していること。 

・ 全国規模のネットワークを利用したＷｅｂシステムの改修業務及び保守・運
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用の実績を有していること。 

 

３．５ 知的財産等資料の提供等 

（１） 本契約履行課程で生じた成果物（知財権）は、日本養豚協会及び請負業者に

帰属するものとするが、請負業者は、本業務における成果物に関する著作者人

格権の行使をしないものとする。 

 

（２） 納入成果物に第三者が権利を有する著作物（以下「既存著作物」と呼ぶ。）が

含まれる場合は、日本養豚協会が特に使用を指示した場合を除き、請負者は当

該著作物の使用に必要な費用の負担及び使用許諾契約に係る一切の手続を行

うこと。この場合、請負業者は当該契約等の内容について事前に日本養豚協会

の承諾を得ることとし、日本養豚協会は契約対象の著作物について当該許諾要

件の範囲内で使用するものとする。 

なお、本仕様書に基づく作業に関し、第三者との間に著作権に係る権利侵害

の紛争が生じた場合は、当該紛争の原因が専ら日本養豚協会の責めに期す場合

を除き、請負者は自らの責任、負担において一切を処理すること。この場合、

日本養豚協会は係る紛争の事実を知った時は、請負者に通知し、必要な範囲で

訴訟上の防衛を請負者に委ねる等の協力措置を講じるものとする。 

３．６ その他 

・ 本仕様書に基づくすべての作業を第三者に委託し、もしくは請け負わせてはな

らない。ただし、あらかじめ書面による承諾を得た場合は、この限りではない。 

・ 検収完了後、納入物について仕様書との不一致（バグも含む。以下「契約不適

合」という。）が発見された場合、請負者に対して当該契約不適合の修正等の履

行の追完（以下「追完」という。）を請求することができ、請負者は、当該追完

を行うものとすること。ただし、日本養豚協会が追完の方法についても請求し

た場合であって、日本養豚協会に不相当な負担を課するものでないと認められ

るときは、請負者は日本養豚協会が請求した方法と異なる方法による追完を行

うことができること。 

・ 当該契約不適合によっても個別契約の目的を達することができる場合であって、

追完に過分の費用を要する場合、請負者は前項所定の追完義務を負わないもの

とする。 

・ 請負者が本項に定める責任その他の契約不適合責任を負うのは、検収完了後１ 

年以内に日本養豚協会から当該契約不適合を通知された場合に限るものとする

こと。ただ、検収完了時において請負者が当該契約不適合を知り若しくは重過



 

 11 

失により知らなかったとき、又は当該契約不適合が請負者の故意若しくは重過

失に起因するときにはこの限りでない。 

・ 本仕様書の内容及び解釈等に疑義が生じた場合、その他必要がある場合は、事

前には日本養豚協会と協議し、決定・解決すること。この場合、当該協議に関

する議事録を作成し確認を受けることとする。 

・ 本仕様書に明示されていない事項であって、本案件の完遂に必要と認められる

作業が生じた時、又は作業の内容を変更する必要が生じた時は、日本養豚協会

と協議の上、実施すること。 


